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木
村
蒹
葭
堂
の
交
際
圏

―
―
『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
見
え
る
武
士
に
着
目
し
て（
一
）―
― 

有

坂

道

子

は
じ
め
に

　

木
村
蒹
葭
堂（
元
文
元
年
～
享
和
二
年
、
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）は
、
造
り
酒
屋（
の
ち
文
房
具
商
）を
営
む
傍
ら
、
多
彩
な
学
芸
に
活

躍
し
た
大
坂
の
文
人
で
あ
る
。
書
画
・
詩
文
・
篆
刻
・
煎
茶
を
嗜
み
、
本
草
家
・
博
物
家
・
蔵
書
家
・
収
集
家
と
し
て
著
名
で
あ

り
、
そ
の
名
を
慕
っ
て
彼
の
も
と
を
訪
れ
る
者
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
に
三
十
名
を
超
え
る
訪
問
者
を
迎
え
る
こ
と
も

あ
っ
た
蒹
葭
堂
の
日
常
の
様
子
は
、『
蒹
葭
堂
日
記
』（
以
下
『
日
記
』
と
略
）に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

『
日
記
』
は
、
蒹
葭
堂
四
十
四
歳
の
安
永
八
年（
一
七
七
九
）以
降
、
途
中
四
年
分
の
欠
を
除
い
て
、
六
十
七
歳
で
亡
く
な
る
直

前
ま
で
の
十
九
年
余
分
が
現
存
し
て
い
る（

（
（

。
日
々
の
動
静
を
人
名
に
よ
っ
て
綴
る
こ
の
『
日
記
』
は
、
世
に
名
の
聞
こ
え
た
「
聞

人
」
蒹
葭
堂
の
有
り
様
を
示
す
史
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
具
体
的
な
出
来
事
が
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
多
く
の
場
合
は
、
あ
る
人
物
が
『
日
記
』
に
出
て
く
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
り
、
そ
の
人
物
と
関
係
あ
る

記
事
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
い
っ
た
利
用
の
し
か
た
に
限
ら
れ
て
い
る
。『
日
記
』
の
記
載
に
相
応
す
る
史
料
が
相
手
側
に
残
さ

れ
て
い
れ
ば
、
少
な
か
ら
ず
両
者
の
交
流
内
容
を
知
り
う
る
が
、『
日
記
』
で
は
、
た
ま
た
ま
短
く
注
さ
れ
た
用
件
が
推
測
の
手
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が
か
り
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
読
み
取
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
蒹
葭
堂
と
の

交
際
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
も
、
両
者
の
交
遊
に
意
義
を
見
出
し
や
す
い
著
名
人
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
口
に
『
日
記
』
に
名
前
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
、
一
度
き
り
の
人
物
も
い
れ
ば
毎
日
の
よ
う
に
往
来
を
重
ね
る

人
物
も
お
り
、
当
然
交
際
の
親
疎
が
あ
る
。
ま
た
著
名
な
人
物
も
多
い
が
、
大
方
は
さ
し
て
関
心
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
無

名
」
の
人
々
で
あ
り
、
未
だ
ど
こ
の
誰
か
わ
か
ら
な
い
者
も
多
い
。
名
の
知
ら
れ
た
人
物
と
の
交
遊
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
知
識
や
情
報
の
結
節
点
で
あ
っ
た
蒹
葭
堂
が
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
脈

の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。『
日
記
』
を
傍
証
的
な
史
料
と
し
て
用
い
る
の
み
で
な

く
、『
日
記
』
そ
の
も
の
か
ら
交
遊
の
実
態
や
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
延
べ
四
万
人
を
超
え
る
『
日
記
』
の
人
名
を
概
観
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
ひ
と
つ
の
試
み
と
し

て
『
日
記
』
に
登
場
す
る
武
士
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
う
。
武
士
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
一
つ
に
は
人
名
以
外
の
情
報
が
少
な

い
『
日
記
』
に
あ
っ
て
、
官
職
名
あ
る
い
は
書
き
添
え
ら
れ
る
主
家
の
名
な
ど
か
ら
武
士
と
判
別
し
や
す
く
、
あ
る
程
度
の
ま
と

ま
り
を
も
っ
て
交
遊
網
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
二
つ
に
は
一
町
人
で
あ
る
蒹
葭
堂
が
武
士
階
層
と
ど
の
程
度
の
交
遊

を
持
っ
て
い
た
の
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
三
つ
に
は
限
ら
れ
て
は
い
る
が
各
人
の
情
報
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

書
簡
そ
の
他
で
何
ら
か
の
交
流
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
特
定
の
身
分
・
職

業
と
い
っ
た
区
切
り
で
は
蒹
葭
堂
の
交
遊
全
体
を
見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
武
士
と
い
う
括
り
で
「
有
名
」「
無

名
」
を
問
わ
ず
蒹
葭
堂
の
交
際
範
囲
を
示
し
て
み
た
い（

（
（

。

　

紙
数
の
関
係
か
ら
、
本
稿
で
は
番
方
の
武
士
の
み
を
取
り
上
げ
、
役
方
の
武
士
や
来
坂
大
名
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿
と
す
る
。

稿
中
で
は
目
安
と
な
る
よ
う
、
八
木
巽
処（
200
）と
い
う
よ
う
に
、『
日
記
』
に
記
載
さ
れ
る
概
数
を（　
）に
入
れ
て
示
す
こ
と
と

す
る
。
人
名
を
複
数
挙
げ
て
い
る
場
合
、
人
名
の
順
序
は
概
ね
初
出
が
早
い
順
で
あ
る
。
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一　

番
方
の
武
士

（
一
）　
大
坂
城
代
家
臣

　

官
職
名
や
仕
官
先
が
記
さ
れ
て
い
る
者
の
多
く
は
、
役
職
上
の
理

由
か
ら
大
坂
に
赴
任
し
て
い
る
大
名
・
幕
臣
お
よ
び
陪
臣
で
あ
る
。

本
章
で
は
ま
ず
、
大
坂
城
の
警
固
の
た
め
に
編
成
さ
れ
て
い
る
番
方

で
あ
る
大
坂
城
代
・
定
番
、
大
番
、
加
番
と
そ
の
周
辺
か
ら
見
て
い

く
（
（
（

。

　

大
坂
勤
番
の
番
方
の
う
ち
、
最
も
重
職
は
大
坂
城
代
で
あ
る
。
城

代
の
任
期
は
不
定
で
、『
日
記
』
と
重
な
る
期
間
に
は
八
名
が
在
任

し
て
い
る
が
、『
日
記
』
に
は
城
代
の
名
前
は
見
ら
れ
ず
、
城
代
家

臣
の
出
入
り
の
み
確
認
で
き
る
。

　

表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
三
名
の
城
代
の
家
臣
が
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て

い
る
。

　

青
山
の
家
臣
の
う
ち
、
最
初
に
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
秋
鹿
と
河
合
は

「
八
木
兵
太
案
内
」（「　
」
内
は
『
日
記
』
か
ら
の
引
用
。
以
下
同
じ
）、

す
な
わ
ち
蒹
葭
堂
と
ご
く
親
し
い
儒
者
で
画
人
の
八
木
巽
処（
200
）が

案
内
人
と
な
っ
て
蒹
葭
堂
を
訪
ね
て
い
る
。
ま
た
、
八
木
玄
説
、
石

表 1 　大坂城代家臣

城代名 在任年代 在任期間 『蒹葭堂日記』に記載される家中

戸田因幡守忠寛
　 7 万7000石余
　下野宇都宮

天明 2（1782）・ 9 ・10
～同 4 ・ 5 ・11 1 年半

堀善大夫（1）・松野吉兵衛（1）

松平右京亮輝和
　 8 万2000石
　上野高崎

寛政10（1798）・12・ 8
～同12・ 9 ・20（卒） 1 年半

猪野喜兵衛（1）

青山下野守忠裕
　 5 万石
　丹波篠山

寛政12（1800）・10・ 1
～享和 2（1802）・10・19

2 年

秋鹿準左衛門（9）・河合杏庵（1）
彦坂平四郎（4）・八木玄説（13）
石井庄介（4）・一瀬多善（2）
山崎栄三郎（1）・亘理源太郎（1）
湊倉沢（1）

＊　知行高・居所・任免年月日は『柳営補任』『寛政重修諸家譜』による。
＊　人名右（　）内の数字は『蒹葭堂日記』に記載される概数（以下の表同じ）。
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井
、
亘
理
ら
は
高
三
喜
兵
衛（
9
）と
い
う
人
物
を
同
伴
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
高
三
喜
兵
衛
は
南
本
町
二
丁
目
堺
筋
西
側
で
煙
硝

を
商
う
豊
後
佐
伯
藩
の
蔵
元
で
、『
日
記
』
で
は
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）か
ら
見
ら
れ
る
人
物
で
あ
る（

（
（

。『
日
記
』
初
出
記
事
に
は

「
佐
伯
出
入
高
三
喜
兵
衛
来
、
趙
仲
穆
ノ
事
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
趙
仲
穆
は
元
代
の
書
画
家
、
趙
雍（
字
仲
穆
）で
、
書
画
家

・
詩
人
と
し
て
著
名
な
趙
孟
頫（
字
子
昂
）の
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蒹
葭
堂
と
は
中
国
書
画
を
通
じ
た
交
流
を
も
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
青
山
の
家
臣
は
、
戸
田
因
幡
守
や
松
平
右
京
亮
の
家
臣
と
は
異
な
り
、
す
で
に
蒹
葭
堂
と
親
し
い
八
木
巽
処
や

高
三
喜
兵
衛
を
介
し
て
蒹
葭
堂
と
面
識
を
も
ち
、
そ
れ
を
機
会
に
ほ
か
の
家
臣
も
出
入
し
て
、
数
度
に
わ
た
り
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て

い
る
者
も
い
る
。
篠
山
藩
主
で
あ
る
城
代
の
青
山
忠
裕
は
、
藩
校
を
拡
充
し
て
文
武
に
わ
た
る
藩
士
教
育
を
奨
励
し
、
後
に
は
蘭

方
医
の
登
用
や
砲
術
の
研
究
、
藩
窯
の
開
窯
な
ど
も
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
好
学
の
藩
風
が
藩
士
た
ち
の
来
訪
理
由
の
ひ
と
つ
と

推
測
さ
れ
る
。

　

『
日
記
』
で
は
城
代
と
の
直
接
交
際
の
あ
と
は
見
ら
れ
な
い
が
、
全
く
関
わ
り
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
泉
屋
住
友
吉
左

衛
門（
友
紀
）が
蒹
葭
堂
に
宛
て
た
書
簡（

（
（

に
は
、「
御
城
代
様
唐
蛮
物
御
好
之
由
被
仰
下
、
御
家
老
団
之
助
殿
ニ
て
者
無
之
候
哉
」

と
あ
り
、
城
代
が
唐
・
蛮
物
好
み
で
あ
る
こ
と
を
、
蒹
葭
堂
が
京
都
の
吉
左
衛
門
へ
伝
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
城
代
は

松
平
右
京
亮
輝
和
、「
家
老
団
之
助
」
は
菅
谷
団
之
助
に
あ
た
る
。
書
簡
に
は
続
け
て
、「
二
足
三
銭
」
で
斡
旋
し
た
時
計
を
城
代

側
か
ら
返
品
さ
れ
、
請
取
代
金
を
返
金
さ
せ
ら
れ
た
吉
左
衛
門
が
、
蒹
葭
堂
の
方
へ
は
代
金
が
き
ち
ん
と
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か

す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
と
心
配
し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
が
城
代
に
物
品
の
世
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
蒹
葭
堂
は
文
房
具

な
ど
唐
物
を
多
く
扱
っ
て
い
た
が
、
諸
大
名
の
求
め
に
応
じ
て
様
々
な
渡
来
品
を
調
達
し
て
い
た
。
松
平
右
京
亮
と
の
間
で
は
書

画
を
め
ぐ
る
交
渉
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
蒹
葭
堂
の
『
真
蹟
石
刻
題
跋
縮
字
』（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
）に
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り（

（
（

、

お
そ
ら
く
城
代
側
は
蒹
葭
堂
に
中
国
書
画
や
西
洋
渡
来
品
の
斡
旋
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
書
簡
で
は
、
吉
左
衛
門
は
城
代
方
の

家
老
と
接
触
し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
も
幕
府
要
職
の
地
位
に
あ
る
城
代
と
直
接
会
う
こ
と
は
な
く
、
城
代
家
臣
を
通
じ
て
交
渉
を
進
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め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）　
大
坂
定
番

　

大
坂
定
番
は
、
城
代
に
次
ぐ
役
職
で
定
員
は
二
名
、
一
～

二
万
石
の
譜
代
大
名
が
任
命
さ
れ
、
大
坂
城
の
玉
造
口
と
京

橋
口
の
二
カ
所
を
守
衛
し
た
。
任
期
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

役
料
は
三
〇
〇
〇
俵
、
自
ら
の
家
臣
団
と
は
別
に
、
与
力
三

〇
騎
と
同
心
一
〇
〇
人
が
配
下
に
付
け
ら
れ
る
。
役
宅
は
、

大
坂
城
二
之
丸
内
に
上
屋
敷
が
あ
る
ほ
か
、
城
外
に
中
屋
敷

（
大
手
口
東
側
）と
下
屋
敷（
鴫
野
）の
二
カ
所
が
あ
っ
た
。『
日

記
』
と
重
な
る
時
期
に
在
任
し
て
い
る
の
は
七
名
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
定
番
在
任
中
に
蒹
葭
堂
と
直
接
の
交
際
が
あ

る
の
は
、
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）か
ら
京
橋
口
定
番
を
勤
め

た
安
部
摂
津
守
信
亨
一
人
で
あ
る
。
他
に
、
三
名
の
定
番
の

家
臣
が
出
入
り
し
て
い
る
。

　

安
部
摂
津
守（
60
）は
こ
れ
よ
り
以
前
、
天
明
六
年（
一
七
八

六
）に
加
番
と
し
て
大
坂
に
赴
任
し
て
お
り
、
蒹
葭
堂
と
の

交
際
記
事
の
始
ま
り
は
そ
の
時
に
遡
る
。
加
番
在
任
中
は

「
安
部
摂
津
守
様
」「
安
部
侯
」
あ
る
い
は
「
安
部
侯
邸
」

表 2 　大 坂 定 番

定番（太字は面会
記事のある者）

担当
場所

在任年代
在任
期間

『蒹葭堂日記』に
記載される家中

井上筑後守正国
　 1 万石
　下総高岡

京橋口
明和 4（1767）・11・ 8
～天明 8（1788）・ 3 ・22 20年

辻秀慶（1）

稲垣長門守定計
　 1 万3000石余
　近江山上

玉造口
天明元（1781）・10・12
～寛政 3（1791）・10・13 10年

松本平馬（取次役）（58）
粥川升（家老）（2）

保科越前守正率
　 2 万石
　上総飯野

玉造口
寛政 3（1791）・10・23
～享和元（1801）・ 5 ・20 9 年半

宮崎元彧（藩医）（9）

安部摂津守信亨
　 2 万200石余
　武蔵岡部

京橋口
寛政 7（1795）・ 4 ・14
～文化元（1804）・ 9 ・27 9 年

菊地安太夫（家老）（15）
菊地真兵衛（公用人）（10）
浅見林蔵（料理人）（1）

＊　任免年月日は、『大坂定番記録（一）』巻末附録「大坂定番（玉造口・京橋口）一覧」（『徳川時代大坂城関係史料
集』第四号、大阪城天守閣）に採用されているものを採った。
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と
い
っ
た
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
定
番
在
任
中
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
京
橋
上
屋
敷
」「
京
橋
中
屋
敷
」
な
ど
役
宅
の
呼
称
で

表
記
さ
れ
る
。
蒹
葭
堂
の
訪
問
は
、
城
内
の
上
屋
敷（
4
）や
鴫
野
の
下
屋
敷（
1
）の
場
合
も
あ
っ
た
が
、
最
も
よ
く
訪
れ
て
い
る

の
は
「
京
橋
中
屋
敷
」（
25
）で
あ
る
。
中
屋
敷
の
訪
問
で
は
「
早
朝
ニ
京
橋
中
屋
敷
行 

奥
さ
ま
御
出
て
」（
寛
政
八
年
九
月
七
日
）、

「
早
朝
せ
京
橋
御
中
屋
鋪 

殿
様 

奥
様
御
出 

晩
帰
」（
同
年
十
一
月
十
一
日
）と
あ
る
よ
う
に
、
安
部
の
内
室
と
会
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
定
番
の
赴
任
は
妻
子
を
伴
い
、
通
常
は
上
屋
敷
に
起
居
す
る
が
、
時
に
は
中
屋
敷
や
下
屋
敷
に
赴
く
、
と
い
っ
た
定
番
の
生

活
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
こ
れ
ら
の
記
事
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
寛
政
八
年
十
月
七
日
に
は
、
公
用
人
の
菊
地
真
兵
衛

（
10
）の
案
内
で
、
安
部
の
嫡
子
安
三
郎（
信
操
）が
蒹
葭
堂
を
訪
う
て
い
る
。
蒹
葭
堂
の
方
も
「
家
内
京
橋
中
屋
敷
行 

初
午
祭
」

（
寛
政
八
年
二
月
六
日
）、「
京
橋
中
屋
敷
行 

家
内
と
も
行
」（
同
十
二
年
閏
四
月
二
十
三
日
）、「
昼
後
京
橋
中
屋
敷
初
午
行 

家
内
と

も
」（
享
和
元
年
二
月
十
一
日
）と
い
う
よ
う
に
、
初
午
祭
な
ど
の
際
に
は
家
族
を
伴
っ
て
中
屋
敷
へ
赴
い
て
い
る（

（
（

。
こ
の
時
期
の
蒹

葭
堂
の
書
簡
中
に
も
「
当
所
御
勤
番
安
部
侯
な
と
、
小
子
義
も
至
而
御
懇
志
ニ
御
座
候
、
度
々
御
招
ニ
御
座
候
」
と
あ
る（

（
（

。
祭
見

物
を
別
と
し
て
も
、
蒹
葭
堂
が
安
部
邸
を
訪
れ
る
頻
度
は
高
く
、
加
番
在
任
時
に
取
り
結
ん
だ
親
し
い
関
係
が
、
定
番
在
任
中
も

続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　
大
　
　
番

　

幕
臣
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
大
番
は
、
十
二
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
江
戸
城
お
よ
び
江
戸
市
中
を
警
護
す
る
と
と
も
に
、
二
組

ず
つ
が
一
年
交
替
で
大
坂
城
と
二
条
城
に
在
番
す
る
。
各
組
は
大
番
頭
一
人
と
、
組
頭
四
人
を
含
む
番
士
五
〇
人
か
ら
成
り
、
こ

れ
に
与
力
一
〇
騎
・
同
心
二
〇
人
が
加
わ
っ
た
。
大
坂
定
番
与
力
・
同
心
や
町
奉
行
付
属
の
与
力
・
同
心
は
大
坂
に
居
住
し
て
い

る
が
、
大
番
組
の
与
力
・
同
心
は
番
衆
と
と
も
に
移
動
し
、
大
坂
在
番
の
期
間
だ
け
在
坂
す
る
。
こ
れ
以
外
に
、
大
番
頭
は
自
ら

の
家
に
仕
え
る
家
臣
も
連
れ
て
行
く
。『
日
記
』
で
は
こ
の
「
家
中
」
の
往
来
が
多
く
見
ら
れ
る
。
大
番
頭
は
旗
本
役
で
、
役
高
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は
五
〇
〇
〇
石
な
が
ら
格
式
は
大
名
並
と
さ
れ
、
実
際
に
は
一
万
石
以
上
の
大
名
も
選
任
さ
れ
た
。
手
当
と
し
て
知
行
高（
本
高
）

と
同
額
の
合
力
米
が
支
給
さ
れ
た
。
大
坂
勤
番
の
交
替
は
毎
年
八
月
で
あ
る（

（1
（

。

　

大
番
に
関
わ
る
人
々
の
出
入
り
は
表
3
に
ま
と
め
た
通
り
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
と
直
接
の
交
際
が
あ
る
大
番
頭
は
五
名
お
り
、
そ

の
な
か
で
最
初
に
名
が
見
ら
れ
る
の
は
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）に
在
番
し
た
堀
田
豊
前
守
正
穀（
30
）と
花
房
因
幡
守
正
域（
6
）で

あ
る
。
堀
田
は
、
後
に
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
副
総
裁
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
る
が
、
天
明
八
年

と
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に
も
在
番
し
て
い
る
。
あ
と
は
、
天
明
九
年（
寛
政
元
年
、
一
七
八
九
）・
寛
政
七
年
に
在
番
し
た
近
藤
石

見
守
用
和（
5
）、
寛
政
十
年
在
番
の
市
橋
下
総
守
長
昭（
9
）、
寛
政
十
二
年
在
番
の
遠
藤
備
前
守
胤
富（
2
）、
以
上
の
五
名
で
あ
る
。

（
1
）　

堀
田
豊
前
守

　

堀
田
豊
前
守
と
花
房
因
幡
守
が
在
番
し
た
天
明
六
年
に
は
、
先
に
触
れ
た
安
部
摂
津
守
が
加
番
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
者
の

名
が
し
ば
し
ば
『
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
堀
田
は
二
十
五
歳
、
花
房
は
五
十
六
歳
、
安
部
は
二
十
九
歳
、
蒹
葭
堂

は
五
十
一
歳
で
あ
る
。
安
部
摂
津
守
は
、
八
月
十
六
日
「
昼
後
安
部
摂
津
守
様
御
目
見
」
の
記
事
で
初
め
て
『
日
記
』
に
登
場
し
、

十
八
、
二
十
、
二
十
二
日
と
蒹
葭
堂
が
「
旅
邸
」
を
訪
問
し
て
い
る
。
二
十
三
日
に
「
堀
田
豊
前
守
様
旅
邸
行
」
と
あ
っ
て
初
め

て
堀
田
の
名
が
現
れ
、
二
十
五
日
に
は
「
渡
辺
次
右
衛
門
旅
宿
ニ
行 

安
部
摂
津
守
様
邸
へ
行 

山
辺
良
川
殿
行 

堀
田
豊
前
守
様

旅
邸
へ
行 

夜
帰
ル
」
と
あ
り
、
同
日
に
安
部
と
堀
田
の
旅
邸
を
訪
ね
て
い
る
。
渡
辺
次
右
衛
門（
18
）は
安
部
家
中
、
山
辺
良
川

（
15
）は
堀
田
家
中
の
近
江
宮
川
藩
医
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
は
す
べ
て
城
内
で
の
面
会
と
な
る
が
、
安
部
も
堀
田
も
来
坂
し
て
す
ぐ
、

城
入
り
ま
で
の
間
に
蒹
葭
堂
と
よ
く
会
っ
て
い
る
。
こ
の
後
二
度
あ
る
堀
田
の
在
番
時
も
、
城
入
り
ま
で
の
間
に
度
々
蒹
葭
堂
を

引
見
し
て
い
る
の
は
同
じ
で
あ
る
。

　

堀
田
豊
前
守
の
家
中
は
、
堀
田
が
三
度
大
番
頭
と
し
て
来
坂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
時
期
に
よ
り
顔
触
れ
に
変
化
が
あ
る
が
、
藩
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表 3 　大番頭とその配下および家中

大番頭（太字は面 
会記事のある者） 在番年度 番組 『蒹葭堂日記』に記載される大番頭配下および家中

（下線は配下の番士もしくは同心）
永井伊予守尚伴
　7000石

天明 4  2 筒井権左衛門（1）

永井美濃守直富
　3400石

天明 4  3 三橋藤右衛門（1）

堀田豊前守正穀（30）
　 1 万3000石
　近江宮川

天明 6
天明 8
寛政 6

11
 8
 8

加藤善蔵（4）・設楽唯右衛門（4）・斎藤又右衛門（17）
岡部弥五右衛門（1）・川治秦（泰）蔵（3）・富田半蔵（7）
光賀富次郎（5）・松林某（1）・朝比那□

（欠字）

蔵（1）
仁木香次郎（1）・光賀孫右衛門（2）・長瀬大助（1）
池田左司馬（1）・山辺良川（藩医）（15）

花房因幡守正域（6）
　5000石

天明 6  5 樋口小左衛門（用人）（1）・富永善右衛門（用人）（1）

水野河内守忠敞
　5700石

天明 7 12 大嶋武左衛門（9）

本多肥後守忠可
　 1 万石　播磨山崎

天明 8  4 用人（1）＊1

近藤石見守用和（5）
　3400石余

天明 9
寛政 7

 7
 7

内藤昌蔵（1）・横山直二郎（1）・佐原立卓（3）
佐原竿司（1）・倉貞哉（15）・榊原伊右衛門（25）

？ 天明 9 7／10 野村平太夫（2）＊2

白須甲斐守政雍
　2050石

寛政 4 11 石川七左衛門（石川大浪、22）

菅沼織部正定前
　7000石

寛政 5 12 大嶋勇蔵（4）

小笠原近江守貞温
　 1 万石　豊前小倉

寛政 8  2 小沢馬頭次（7）

久留島出雲守通同
　 1 万2500石　豊後森

寛政 9  6 林定五郎（7）

市橋下総守長昭（9）
　 1 万7000石
　近江仁正寺

寛政10  5 寺田半蔵（1）・下村松意（10）・中島太右衛門（1）
桜井政蔵（桜井雪鮮、4）

新庄駿河守直規
　 1 万石　常陸麻生

寛政10 11 平野多志見（4）・朝比奈伝吉（1）・石川七左衛門（既出）

諏訪若狭守頼伊
　5000石

寛政11 12 小野午吉（6）

小笠原近江守貞温
　 1 万石
　豊前小倉新田

寛政11＊3  2 福田宅左衛門（2）・津田郷左衛門（1）
赤沢善右衛門（1）・多田道節（1）

遠藤備前守胤富（2）
　 1 万石　近江三上

寛政12  4 神山伊兵衛（1）・平野八右衛門（植物方）（1）
幸住春迪（7）・兵藤源六（3）・加納礼甫（藩医）（3）

堀内蔵頭直晧
　 1 万石余　信濃須坂

寛政12  8 飯島与五郎（8）・石黒衛守（13）・駒沢式右衛門（1）

＊1　個人名はなし。＊2　七番組若しくは十番組の、与力または同心と思われる。＊3　但し、寛政11年度は京都在番。
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医
の
山
辺
良
川
は
唯
一
在
番
時
期
の
す
べ
て
に
見
え
て
お
り
、
蒹
葭
堂
が
上
洛
し
た
際
に
も
、
お
そ
ら
く
二
条
在
番
で
在
京
し
て

い
た
山
辺
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。
山
辺
に
関
す
る
『
日
記
』
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
山
辺
良
川
来
、
渕
旭
江（
淵
上
旭

江
、
画
家
）来
、
同
伴
熊
岳（
岡
熊
岳
、
画
家
）へ
行
、
四
天
王
寺
行
、
清
寿
院
会
、
柴
田
元
徳（
医
者
）・
丸
山
元
豊（
医
者
）・
工
藤
元

迪（
大
坂
城
内
）・
伴
正
山（
崎
門
派
神
道
家
伴
部
安
崇
の
門
人
）先
在
、
熊
岳
来
、
雅
会
、
夜
帰
」（
寛
政
六
年
十
月
十
六
日
）と
い
う
部
分

で
、
山
辺
が
蒹
葭
堂
懇
意
の
書
画
家
や
同
好
者
ら
と
黄
檗
宗
の
清
寿
院
で
開
か
れ
た
雅
会
に
参
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
山
辺
は

他
の
文
人
ら
と
の
詩
会
や
画
会
に
も
顔
を
出
し
て
お
り
、
江
戸
・
大
坂
・
京
の
文
人
た
ち
と
積
極
的
に
交
流
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
表
3
で
堀
田
家
中
と
し
て
あ
げ
た
者
の
う
ち
、
加
藤
善
蔵
と
設
楽
唯
右
衛
門
に
は
「
堀
田
様
組
」、
そ
れ
以
外
は

「
堀
田
様
家
中
」「
堀
田
豊
前
守
内
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
加
藤
と
設
楽
は
番
士
か
と
思
わ
れ
た
が
、『
御
番
士
代
々
記
』

（
岡
野
融
明
編
、
文
政
期
以
降
に
成
立
、
内
閣
文
庫
所
蔵
）に
は
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
堀
田
は
、
天
明
六
年
度
は
一
一
番
組
、

天
明
八
・
寛
政
六
年
度
は
八
番
組
の
大
番
頭
で
あ
る
が
、
加
藤
と
設
楽
は
天
明
六
年
度
に
見
ら
れ
る
ほ
か
に
、
天
明
九
年
に
暇
乞

の
記
事
が
あ
る
の
で
天
明
八
年
度
も
大
坂
在
勤
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
組
の
番
士
で
は
な
く
堀
田
の
家
中
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。
一
方
、
天
明
八
年
八
月
六
日
欄
外
に
「
城
内
宿
ワ
リ
役 

江
戸
仁
木
香
次
郎 

高
麗
橋
紙
屋
彦
兵
衛
旅
宿 

手
代
案
内
来
訪

ノ
筈
也
」
と
書
か
れ
る
仁
木
香
次
郎（
1
）は
、『
御
番
士
代
々
記
』
に
よ
り
堀
田
組（
八
番
組
）の
番
士
と
わ
か
る
。

（
2
）　

花
房
因
幡
守

　

花
房
は
、
天
明
六
年
十
月
二
十
四
日
に
「
登
城 

花
房
因
幡
守 

安
部
摂
津
守 

中
食 

堀
田
豊
前
守
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。

こ
の
書
き
方
か
ら
は
時
間
の
流
れ
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
例
え
ば
「
堀
田
豊
前
守
様
邸
へ
行 

ソ
レ
ヨ
リ
花
房
因
幡
守
様
邸
へ

行
」（
天
明
七
年
一
月
二
十
六
日
）、「
登
城 

安
部
侯
邸 

帰
リ
堀
田
侯 

花
房
侯
」（
同
年
二
月
十
二
日
）な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
書
い
て
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あ
る
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
在
所
を
訪
問
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
途
中
、
中
食
を
と
っ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
安
部
の
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
三
カ
所
と
も
訪
ね
る
こ
と
も
あ
れ
ば
一
カ
所
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
が
、
登
城
す
る
際
は
早
朝
か
ら
の
こ

と
が
多
く
、
帰
り
に
寄
り
道
を
し
な
が
ら
暮
か
夜
に
帰
宅
す
る
と
い
う
の
が
常
の
よ
う
で
あ
る
。
安
部
と
堀
田
に
つ
い
て
は
、
翌

七
年
に
職
務
を
終
え
て
相
前
後
し
て
離
坂
す
る
際
に
「
夜
八
ツ
時
ヨ
リ 

船
ニ
テ 

安
部
摂
津
守
侯
発
駕
ヲ
京
橋
迄
送
ル
」（
八
月

八
日
）、「
早
天
伊
介
方
ヨ
リ
出
て 

堀
田
豊
前
守
発
駕 

奉
送
」（
八
月
十
日
）と
、
見
送
り
に
も
出
て
い
る
。
た
だ
し
、『
日
記
』
の

記
事
を
見
る
限
り
、
蒹
葭
堂
は
安
部
、
堀
田
、
花
房
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
訪
ね
て
お
り
、
三
者
ど
う
し
が
と
く
に
親
し
か
っ
た
様

子
は
な
い
。
三
者
の
名
が
重
な
っ
て
み
ら
れ
る
の
は
在
任
期
間
が
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
か
ら
で
、
三
者
と
蒹
葭
堂
は
個
別
の
関
係

に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

家
中
の
出
入
り
が
多
い
堀
田
に
比
べ
、
花
房
因
幡
守
の
家
中
と
の
接
触
は
少
な
く
、
蒹
葭
堂
と
の
関
係
は
浅
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
3
）　

近
藤
石
見
守

　

近
藤
石
見
守
は
、
天
明
九
年（
寛
政
元
年
、
一
七
八
九
）、
四
十
一
歳
の
時
に
一
度
目
の
在
番
を
し
て
い
る
。
蒹
葭
堂
と
初
め
て
会

っ
た
の
は
寛
政
二
年
四
月
二
十
一
日
で
「
早
朝
せ
城
内
ヘ
行 
中
小
屋 

近
藤
様
御
目
見 

雨
甚 

城
内
止
宿
」
と
あ
る
。
近
藤
と
面

会
し
た
の
が
、
大
番
組
頭
屋
敷
で
な
く
加
番
の
屋
敷
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
小
屋
と
な
っ
て
い
る
点
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
こ
の
年
に
加
番
を
勤
め
た
増
山
河
内
守
正
賢
が
中
小
屋
加
番
で
あ
っ
て
、
近
藤
が
そ
こ
へ
出
向
い
て
い
た
時

に
蒹
葭
堂
と
会
っ
た
と
い
う
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
五
月
二
十
五
日
に
「
増
山
河
内
守
様 

松
平
日
向
守
様 

近
藤

石
見
守
様 

御
目
見
」（
松
平
日
向
守
直
紹
は
こ
の
時
加
番
）、
六
月
十
二
日
に
「
御
札
場
恐
悦
ニ
行 

行
カ
ケ
増
山
侯 

近
藤
侯
出
会
」

と
あ
り
、
近
藤
と
増
山
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
が
城
内
に
止
宿
し
て
い
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る
の
も
、
中
小
屋
す
な
わ
ち
増
山
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
六
月
一
日
の
記
事
に
も
「
早
天
ヨ
リ
登
城 

増
山
侯
邸 

四
ツ
時
ヨ
リ
近

藤
石
見
守
様
邸 

御
招
ニ
て
行 

中
小
屋
宿
」
と
あ
っ
て
、
増
山
邸
に
参
上
し
た
後
、
招
か
れ
て
近
藤
を
訪
ね
、
再
び
中
小
屋
の
増

山
邸
に
も
ど
っ
て
宿
泊
し
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
蒹
葭
堂
と
と
く
に
親
し
い
増
山
と
の
関
係
を
示
す
も

の
で
も
あ
る
。

　

近
藤
の
二
度
目
の
在
番
に
あ
た
る
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）は
、
あ
い
に
く
『
日
記
』
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
着
坂
前
後
の

様
子
は
不
明
で
あ
る
。
翌
八
年
に
入
っ
て
も
近
藤
と
の
面
会
記
事
は
な
い
が
、
離
坂
の
見
送
り
に
は
出
向
い
て
お
り
、
何
ら
か
の

交
際
は
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
藤
は
こ
の
後
九
月
に
大
番
頭
か
ら
駿
府
城
代
に
転
出
し
て
い
る
。

　

近
藤
の
家
中
の
う
ち
、
榊
原
伊
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
経
歴
は
不
明
な
が
ら
帰
府
後
の
寛
政
九
年
五
月
に
蒹
葭
堂
に
出
し
た
書

簡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
近
藤
重
蔵（
号
正
斎
）と
懇
意
で
、
琉
球
人
の
記
録
や
古
写
本
『
将
門
記
』
の
話
題
を
蒹
葭
堂

と
共
有
す
る
人
物
で
あ
る
と
わ
か
る（

（1
（

。
ま
た
、
江
戸
へ
の
手
紙
・
届
け
物
の
便
宜
を
図
っ
た
り
、
江
戸
で
の
珍
し
い
出
物
の
情
報

や
共
通
の
友
人
の
様
子
を
知
ら
せ
る
な
ど
、
蒹
葭
堂
と
江
戸
の
情
報
・
人
脈
を
つ
な
ぐ
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡

に
よ
っ
て
蒹
葭
堂
が
大
坂
で
近
藤
重
蔵
と
面
会
し
、
重
蔵
を
篤
学
の
人
物
と
評
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
残
念
な
が
ら
該
当

す
る
寛
政
九
年
の
『
日
記
』
は
欠
け
て
お
り
、
面
会
し
た
日
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
4
）　

市
橋
下
総
守

　

市
橋
下
総
守
は
、
二
十
六
歳
に
あ
た
る
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）に
在
番
し
て
い
る
。『
日
記
』
で
の
初
出
は
同
年
九
月
十
四
日
で
、

「
御
城
内
西
小
屋
市
橋
下
総
守
御
目
見
」
と
あ
る
。
大
番
は
、
二
組
が
東
と
西
に
分
か
れ
て
二
の
丸
南
側
に
詰
め
て
い
る
の
で
、

蒹
葭
堂
は
西
の
大
手
口
寄
り
に
あ
る
西
大
番
頭
小
屋
を
訪
ね
た
こ
と
に
な
る
。
翌
年
離
坂
す
る
八
月
ま
で
、
ほ
ぼ
月
に
一
度
、
二

十
五
日
前
後
に
市
橋
邸
を
訪
れ
、
時
に
は
早
朝
か
ら
晩
ま
で
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
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市
橋
に
は
、
自
ら
の
撰
編
に
成
る
桜
の
図
譜
、『
花
譜
』（
五
帖
、
享
和
三
年
～
文
化
元
年
に
順
次
成
立
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）が
あ

る
。
一
帖
目
に
添
え
ら
れ
た
市
橋
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
桜
を
好
ん
だ
市
橋
は
、
従
来
の
桜
の
図
譜
が
不
備
で
あ
る
た
め
自

ら
修
譜
の
意
を
持
っ
て
い
た
が
果
た
せ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
蒹
葭
堂
が
蔵
す
る
三
熊
華
顛
の
写
生
桜
花
譜
を
観
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
華
顛
の
原
画
を
写
さ
せ
一
帖
目
と
し
、
続
譜
も
企
図
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
三
熊
華
顛（
名
思
孝
）は
京
住
の

画
家
で
桜
の
写
生
画
を
得
意
と
し
、『
近
世
畸
人
伝
』
の
挿
絵
を
描
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。『
日
記
』
に
は
「
三
熊
海
棠
」
も

し
く
は
「
三
熊
正
親
」
と
書
か
れ
る
人
物
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
は
鶴
亭
に
就
い
て
沈
南
蘋
流
の
画
を
学
ん
だ
が
、
華
顛
も
南
蘋
派
の

画
家
大
友
月
湖
を
師
と
し
て
い
る
。
市
橋
は
、
華
顛
の
桜
花
譜
に
つ
い
て
、
蒹
葭
堂
の
精
し
い
本
草
知
識
と
桜
の
写
生
を
好
ん
だ

華
顛
の
画
と
い
う
二
つ
の
長
技
が
合
わ
さ
っ
て
、
桜
の
真
の
姿
を
伝
え
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
都
合
二
四
二
種
の
桜
が
収
め

ら
れ
た
『
花
譜
』
の
桜
を
描
い
た
の
は
、
大
番
同
心
で
画
家
の
桜
井
絢（
号
雪
鮮
、
桜
井
雪
館
の
甥
に
あ
た
る
）と
い
う
人
物
で
あ
る

が
、『
日
記
』
寛
政
十
年
八
月
二
十
一
日
に
あ
る
「
江
戸
桜
井
政
蔵
始
来
」
と
あ
る
の
が
そ
の
人
で
あ
る
。
政
蔵
は
こ
の
年
度
の

在
番
中
に
四
度
蒹
葭
堂
を
訪
ね
て
お
り
、
そ
の
ど
こ
か
で
華
顛
の
桜
花
譜
を
借
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

市
橋
は
、
若
年
か
ら
学
問
を
好
ん
で
経
史
に
通
じ
て
お
り
、
す
で
に
寛
政
八
年
に
は
藩
校
日
新
館
を
創
設
し
、
藩
士
子
弟
に
学

問
教
育
を
奨
励
し
た
。
ま
た
善
本
を
収
集
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
文
化
五
年（
一
八
〇
八
）に
蔵
書
の
う
ち
か
ら
宋
版
一

六
種
、
元
版
一
四
種
を
昌
平
坂
学
問
所
に
献
納
し
て
い
る
。
そ
の
集
書
は
享
和
末
年
か
ら
文
化
初
年
に
集
中
し
て
い
る
と
さ
れ
、

蒹
葭
堂
と
は
年
も
離
れ
交
流
の
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
本
草
家
・
蔵
書
家
と
し
て
多
く
の
知
識
を
蓄
積
し
て
い
た
蒹
葭
堂
か

ら
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。

　

市
橋
家
中
の
中
で
は
、
下
村
松
意（
10
）が
在
番
終
了
後
の
寛
政
十
二
年
四
月
に
も
来
坂
し
、
蒹
葭
堂
宅
に
止
宿
し
て
い
る
。
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（
5
）　

遠
藤
備
前
守

　

遠
藤
備
前
守
は
、
四
十
歳
に
あ
た
る
寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）に
在
番
し
て
い
る
。『
日
記
』
で
は
翌
享
和
元
年
四
月
九
日
「
東

小
屋
遠
藤
備
前
守
様
行
」
の
記
事
と
、
八
月
十
四
日
「
遠
藤
備
前
守
発
駕
」
の
記
事
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
来
訪
し
た
家
中
を
見

る
と
、
平
野
八
右
衛
門（
1
）に
「
植
物
方
」
の
注
記（
享
和
元
年
一
月
二
十
日
）が
、
加
納
礼
甫（
3
）に
「
遠
藤
備
前
守
様
御
医
者
」

「
黄
蓮
御
用
来
ル
」
の
注
記（
享
和
元
年
二
月
三
日
）が
あ
る
。
黄
蓮
は
干
し
た
根
が
消
炎
・
健
胃
剤
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
る
薬
草

で
あ
る
が
、
蒹
葭
堂
は
書
物
上
の
知
識
と
し
て
本
草
に
詳
し
い
だ
け
で
な
く
、
自
宅
に
薬
園
を
も
ち
、
薬
材
の
入
手
・
斡
旋
や
薬

剤
の
調
合
な
ど
も
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
用
件
で
植
物
方
の
役
人
や
藩
医
が
蒹
葭
堂
を
訪
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

蒹
葭
堂
と
面
識
を
も
っ
た
大
番
頭
と
、
そ
の
配
下
・
家
中
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。
次
に
、
蒹
葭
堂
に
出
入
り
し
た
こ
と
が

わ
か
る
そ
の
他
の
主
な
番
士
・
同
心
や
家
中
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

（
6
）　

そ
の
他
の
番
士
・
同
心
、
家
中

　

天
明
八
年（
一
七
八
七
）四
月
十
五
日
に
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
大
嶋
武
左
衛
門（
9
）は
、
記
事
本
文
に
「
城
内
水
野
河
内
守
組 

大
嶋

武
左
衛
門 

植
物
好
始
来
」、
欄
外
に
「
江
戸
四
ツ
谷
大
木
戸
大
番
丁 

同
心
大
嶋
武
左
衛
門 

江
戸
四
ッ
谷
山
伏
丁 

大
久
（
マ
マ
）流
徳
門

人
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
天
明
七
年
度
の
在
番
で
あ
る
水
野
河
内
守
忠
敞
組
の
同
心
で
、
四
ッ
谷
大
木
戸
大
番
町
に
住
み
、
山

伏
町
の
大
久
保
流
徳
の
門
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
師
の
大
久
保
流
徳
は
、
詩
作
を
好
み
本
草
学
を
よ
く
し
た
人
物
で
あ
る

こ
と
が
、
友
人
で
あ
る
大
田
南
畝
の
『
一
話
一
言
』
に
記
さ
れ
た
墓
誌
か
ら
わ
か
り（

（1
（

、
武
左
衛
門
も
ま
た
本
草
に
関
心
を
持
つ
者

と
し
て
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
草
に
詳
し
い
蒹
葭
堂
の
名
が
江
戸
の
同
好
者
の
間
で
も
知
ら
れ
、
関
心
を
引
い
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に
は
、
武
左
衛
門
の
子
息
勇
蔵（
4
）も
大
坂
在
番
で
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て
い
て
、
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後
年
に
京
都
在
番
中
の
同
心
、
中
里
忠
二
郎（
1
）が
「
武
器
御
用
」
で
来
坂
し
た
際
に
は
、
勇
蔵
の
紹
介
状
を
持
参
し
て
蒹
葭
堂

を
来
訪
し
て
い
る
。

　

寛
政
九
年（
一
七
九
七
）在
番
の
久
留
島
出
雲
守
通
同
家
中
の
林
定
五
郎（
7
）は
、
在
番
中
の
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
名
前
が

見
ら
れ
る
が
、
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）に
も
記
載
が
あ
る
。
享
和
元
年
は
、
九
月
十
四
日
の
欄
外
注
記
に
「
豊
後
森
久
留
嶋
祥
丸

邸 

林
定
五
郎
留
主
居
登
り
使
来
」
と
、
林
が
留
守
居
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
森
藩
で
は
通
同
の
死
に
よ
り
寛
政
十
年
十

月
十
日
に
嫡
子
祥
丸（
通
嘉
）が
家
督
相
続
し
、
こ
の
度
は
蔵
屋
敷
留
守
居
と
し
て
上
坂
し
て
き
た
た
め
で
あ
る（

（1
（

。
九
月
十
四
日
欄

外
の
記
事
は
、
林
の
上
坂
を
告
げ
る
た
め
に
使
者
が
蒹
葭
堂
を
訪
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
林
自
身
は
十
月
十
五
日
に
蒹
葭
堂

宅
を
訪
れ
て
い
る
。
在
番
勤
務
後
に
も
つ
な
が
り
が
続
く
一
例
で
あ
る
。

　

寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）に
在
番
し
た
堀
内
蔵
頭
直
晧
は
、
寛
政
元
年
に
青
屋
口
加
番
と
し
て
大
坂
に
在
勤
し
た
こ
と
が
あ
り
、

家
中
の
石
黒
衛
守（
13
）は
そ
の
折
に
は
一
度
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
大
番
勤
務
中
に
時
折
来
訪
し
て
い
る
。
享
和

元
年
八
月
二
日
に
「
石
黒
同
伴 

寒
山
寺 
奉
時
追
善
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
奉
時
、
す
な
わ
ち
蛙
の
画
を
多
く
描
い
て
知
ら
れ

る
大
坂
の
画
家
松
本
奉
時（
通
称
周
介
）の
一
周
忌
に
蒹
葭
堂
が
石
黒
を
伴
っ
て
赴
い
て
お
り
、
画
人
と
し
て
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
石
川
七
左
衛
門（
22
）を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
石
川
七
左
衛
門
は
、
西
洋
書
の
挿
し
絵
の
模
写
に
優
れ
た
洋
風
画
家
で
、

蘭
学
者
と
も
親
交
の
あ
る
石
川
大
浪
で
あ
る
。
大
浪
は
十
一
番
組
の
番
士
で
あ
り（

（1
（

、
大
坂
在
番
を
寛
政
四
年（
一
七
九
二
）と
同
十

年
に
勤
め
て
い
る（
寛
政
四
年
は
白
須
甲
斐
守
政
雍
組
、
十
年
は
新
庄
駿
河
守
直
規
組
）。『
日
記
』
で
は
、
寛
政
五
年
三
月
十
三
日
か
ら

八
月
十
五
日
の
期
間
と
、
同
十
年
八
月
一
日
か
ら
十
二
年
八
月
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
往
来
が
あ
り
、
寛
政
十
年
度
は
在
番
を
終

え
て
も
大
坂
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
寛
政
十
一
年
七
月
十
六
日
に
暇
乞
に
訪
れ
た
記
事
が
あ
る
の
で
、
当

初
は
在
番
終
了
後
に
江
戸
へ
戻
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
在
坂
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
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浪
は
、
江
戸
の
蘭
学
者
と
親
し
か
っ
た
上
、
大
坂
や
京
都
を
行
き
来
す
る
役
目
柄
、
江
戸
と
京
坂
の
知
友
と
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割

も
果
た
し
た
。
た
と
え
ば
、
最
後
に
離
坂
す
る
前
日
に
、
大
浪
が
京
都
の
漢
蘭
折
衷
医
で
あ
る
小
石
元
俊
に
宛
て
て
出
し
た
書
簡

に
は
、
元
俊
が
杉
田
玄
白
の
養
子
伯
元
を
通
じ
て
大
浪
に
依
頼
し
て
い
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
聖
）の
画
像
が
出
来

上
が
り
、
蒹
葭
堂
の
も
と
に
届
け
て
お
い
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
ま
た
大
槻
玄
沢
が
蒹
葭
堂
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
編
集
中
の

『
蘭
畹
摘
芳
』
を
蒹
葭
堂
に
見
て
も
ら
う
た
め
、
大
浪
を
通
じ
て
蒹
葭
堂
に
届
け
る
よ
う
手
配
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
蒹
葭

堂
旧
蔵
の
大
浪
筆
「
西
洋
婦
人
像
」（
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
）は
有
名
で
あ
る
が
、
蒹
葭
堂
自
身
も
「
泊
夫
藍（
サ
フ
ラ
ン
）真
形
倣

西
洋
図
」
の
作
品
が
あ
る
よ
う
に
西
洋
画
へ
の
関
心
が
高
く
、
大
浪
と
蒹
葭
堂
は
画
、
と
く
に
洋
風
画
を
通
じ
て
つ
な
が
り
を
も

つ
と
と
も
に
、
三
都
の
蘭
学
者
や
そ
の
周
辺
と
の
情
報
交
換
と
い
う
面
で
も
重
要
な
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
大
番
勤
務
に
伴
う
来
坂
中
に
蒹
葭
堂
と
往
来
の
あ
っ
た
者
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
蒹
葭
堂
と
交
遊
が
あ
る
大
番
頭

の
家
臣
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
主
君
と
蒹
葭
堂
と
の
交
流
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
蒹

葭
堂
と
興
味
関
心
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
主
君
と
蒹
葭
堂
と
の
関
係
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
的
な
関
係
を
築
い
て
い
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

（
四
）　
加
　
　
番

　

大
番
の
補
佐
に
あ
た
る
加
番
は
、
山
里
・
中
小
屋
・
青
屋
口
・
雁
木
坂
の
四
カ
所
に
配
置
さ
れ
た
。
山
里
は
三
万
石
程
度
、
中

小
屋
・
青
屋
口
は
一
～
二
万
石
程
度
、
雁
木
坂
は
一
万
石
程
度
の
譜
代
な
い
し
外
様
大
名
が
任
じ
ら
れ
、
役
高
は
山
里
が
二
万
七

〇
〇
〇
石
、
中
小
屋
が
一
万
八
〇
〇
〇
石
、
青
屋
口
と
雁
木
坂
が
一
万
石
で
あ
っ
た
。
役
高
と
同
額
の
合
力
米
が
支
給
さ
れ
、
何

度
も
加
番
を
勤
め
る
者
も
多
い
。
任
期
は
一
年
、
交
替
時
期
は
八
月
初
旬
で
あ
る（

（1
（

。

　

『
日
記
』
に
見
え
る
加
番
と
そ
の
家
中
を
一
覧
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。『
日
記
』
と
重
な
る
時
期
に
勤
番
し
た
加
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表 4 　加番とその家中

加　　番
（太字は面会記事のある者）

在任
年度

担当場
所＊1 家　　中

増山河内守正賢（37）（伊勢長島） 天明 1
天明 3
寛政 1

青屋口
中小屋

野呂見竜（藩医）（28）
諸戸助三郎（16）・戸倉作介（藩儒）（11）・竹下牧多（3）
近藤藤右衛門（御側取次）（2）・十時梅厓（藩儒）（280）
・吉見平八（家老）（1）・野呂見盛（36）

板倉内膳勝長（1）（陸奥福島） 天明 3 佐藤三兼（1）・福田蘭台（1）
酒井越前守忠鄰（6）（安房勝山） 天明 3 斎藤仲（16）・安藤源左衛門（1）

田中佐次右衛門（1）・上田惣右衛門（1）・弥市（1）
内藤和泉守正純（7）（下総小見川） 天明 3 久津見団右衛門（1）・斎木又六（7）
安部摂津守信亨（60）（武蔵岡部） 天明 6 渡辺次右衛門（18）・武者彦次郎（21）＊2

米倉長門守昌賢（武蔵金沢） 天明 7 白土雙儀（1）
大久保山城守忠喜（下野烏山） 天明 8

寛政11
山里口
山里口

日高倉太（6）・和田宗循（6）
大塚小十郎（3）・平野文蔵（3）・吉田斧蔵（1）

松平兵庫頭直行（1）（出雲母里） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
堀左京亮直教（1）（越後村松） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
柳沢信濃守里之（1）（越後三日市） 天明 8 （家臣の来訪は無し）
堀内蔵頭直晧（信濃須坂） 寛政 1 青屋口 石黒衛守（12）＊3

松平日向守直紹（1）（越後糸魚川） 寛政 1 （家臣の来訪は無し）
板倉伊予守勝意（上野安中） 寛政 5 海保新五左衛門（6）・本多才介（1）・飯塚喜市（1）
大関伊予守増輔（下野黒羽） 寛政 7

寛政12
松本玄春（4）・村上与兵衛（家老）（1）・八木沢勇蔵（2）
蓮見甚蔵（4）・柳瀬太郎兵衛（2）

堀近江守直起（越後椎谷） 寛政 7 ★里見順甫（9）・相場儀助（3）
内藤大和守頼以（信濃高遠） 寛政 9 川地嘉兵衛（3）・中根覚太夫（12）

大久保松盾（22）・奥田栄甫（2）＊4

石川中務少輔総般（1）（常陸下館） 寛政10 中小屋 （家臣の来訪は無し）
分部左京亮光実（5）（近江大溝） 寛政11 中小屋 三宅文兵衛（1）・原田周蔵（1）・別所右衛門作（1）

中村作野右衛門（1）・横田升兵衛（1）・別所養寿（1）
稲垣若狭守定淳（12）（近江山上） 寛政12 青屋口 田村茂兵衛（5）・荒川永碩（4）
永井山城守直弼（美濃加納） 寛政12 吉田又右衛門（1）
酒井右京亮忠明（越前敦賀） 寛政12 藤井清兵衛（1）
水野日向守勝剛（下総結城） 享和 1 内城茂庵（3）
本多越中守忠誠（陸奥泉） 享和 1 天野杢工左衛門（1）
山口周防守弘致（常陸牛久） 享和 1 岩倉半次郎（2）
＊1　『蒹葭堂日記』に記載のあるもの
＊2　この他、定番勤務時に、嫡子信操（1）が来訪 
＊3　この他、大番勤務時に、飯島与五郎（8）・駒沢式右衛門（1）が来訪
＊4　この他、加番勤務と関係なく、享和元年に三村良助（1）が来訪
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番
の
な
か
で
、
蒹
葭
堂
と
面
会
し
た
こ
と
の
あ
る
大
名
は
十
二
名
お
り
、
安
永
七
年（
一
七
七
八
）・
天
明
元
年（
一
七
八
一
）・
三
年

・
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）に
勤
番
し
た
増
山
河
内
守
正
賢（
37
）、
天
明
三
年
勤
番
の
板
倉
内
膳
勝
長（
1
）・
酒
井
越
前
守
忠
鄰（
6
）

・
内
田
和
泉
守
正
純（
7
）、
天
明
六
年
勤
番
の
安
部
摂
津
守
信
亨（
60
）、
天
明
八
年
勤
番
の
松
平
兵
庫
頭
直
行（
1
）・
堀
左
京
亮

直
教（
1
）・
柳
沢
信
濃
守
里
之（
1
）、
寛
政
元
年
勤
番
の
松
平
日
向
守
直
紹（
1
）、
寛
政
十
年
勤
番
の
石
川
中
務
少
輔
総
般（
1
）、

同
十
一
年
勤
番
の
分
部
左
京
亮
光
実（
5
）、
同
十
二
年
勤
番
の
稲
垣
若
狭
守
定
淳（
12
）で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
先
に
少
し
触
れ
た
増
山
河
内
守（
号
雪
斎
）は
、
蒹
葭
堂
と
と
く
に
関
係
の
深
い
大
名
で
あ
る
。
と
も
に
中
国
の
文

人
趣
味
に
傾
倒
し
、
書
画
、
詩
文
、
煎
茶
な
ど
に
造
詣
が
深
く
、
共
通
す
る
話
題
が
多
か
っ
た
。
増
山
は
、
蒹
葭
堂
の
雅
友
で
あ

る
十
時
梅
厓（
儒
者
・
画
家
）を
長
島
藩
儒
に
登
用
し
た
り
、
蒹
葭
堂
や
十
時
の
友
人
で
あ
る
北
山
桃
庵（
医
家
・
文
人
）を
城
内
の
宴

に
招
く
な
ど
、
蒹
葭
堂
周
辺
の
文
人
と
も
積
極
的
に
交
流
を
持
っ
た
。
蒹
葭
堂
が
過
醸
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
咎
め
を
受
け
た
際

に
は
、
自
領
内
川
尻
村（
現
三
重
県
四
日
市
市
川
尻
町
）へ
の
移
居
を
勧
め
、
屋
敷
地
と
薬
園
地
を
与
え
て
庇
護
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
お
り
、
蒹
葭
堂
が
亡
く
な
っ
た
折
に
は
墓
碑
を
撰
文
し
て
書
し
て
い
る
。

　

増
山
は
都
合
四
回
に
わ
た
り
大
坂
加
番
を
勤
め
て
い
る
が
、
両
者
の
実
際
的
な
交
流
は
三
度
目
の
在
任
に
あ
た
る
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
増
山
は
伊
勢
長
島
城
内
に
新
た
に
独
楽
園
と
い
う
庭
園
を
設
け
た
が
、
蒹
葭
堂
は
こ
の
年
の

五
月
に
増
山
の
依
頼
を
受
け
て
独
楽
園
に
寄
せ
る
賀
詞
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
か
ら
両
者
の
交
流
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
思

わ
れ
る（

（1
（

。『
日
記
』
で
の
初
出
は
天
明
三
年
八
月
二
十
六
日
の
御
目
見
記
事
で
あ
る
が
、
蒹
葭
堂
は
そ
の
後
し
ば
し
ば
城
内
の
増

山
を
訪
れ
て
親
し
く
交
流
し
、
翌
年
に
増
山
が
勤
番
を
終
え
る
と
同
伴
し
て
江
戸
に
も
下
っ
て
い
る
。

　

天
明
三
年
度
の
加
番（
増
山
・
板
倉
・
酒
井
・
内
田
）は
互
い
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、『
日
記
』
に
は
「
早
朝
出
て
御
城

内 

酒
井
越
前
守
殿
行 

増
山
河
内
守
内
田
和
泉
守
同
席
」（
天
明
四
年
四
月
四
日
）、「
城
内
ニ
入 

内
田
和
泉
守
邸
ニ
入
リ 

増
山
河

内
守 

酒
井
越
前
守
出
会 

晩
帰
」（
同
年
六
月
九
日
）、「
城
内 

内
田
和
泉
守 

増
山
河
内
守 

酒
井
越
前
守 

板
倉
内
膳 

青
屋
邸
出
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会
」（
同
年
六
月
十
七
日
）な
ど
と
、
加
番
が
揃
っ
て
同
席
し
て
い
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
中
で
も
酒
井
は
「
酒
井
越
前
守
内
上

田
惣
右
衛
門
来
ル 

書
画
遣
し
申
候
」（
天
明
四
年
閏
一
月
五
日
）、「
登
城 

増
山
河
内
守
席
画 

酒
井
越
前
守
同
席
」（
同
年
二
月
二
十

日
）と
、
増
山
と
同
じ
く
書
画
に
対
す
る
関
心
が
蒹
葭
堂
と
の
接
点
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
、
加
え
て
『
日
記
』
で
は
家
中
の
斎

藤
仲
に
「
唐
ノ
ち（

地
）図
か（
貸
）し
」（
天
明
三
年
十
二
月
四
日
）と
い
う
書
き
込
み
が
あ
っ
て
、
地
図
の
収
集
家
で
も
あ
っ
た
蒹
葭
堂
に
借
覧

を
申
し
出
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、
蒹
葭
堂
が
持
つ
知
識
や
情
報
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

寛
政
十
二
年
在
任
の
稲
垣
若
狭
守（
一
万
三
〇
〇
〇
石
、
近
江
山
上
）は
、
初
回
の
勤
番
な
が
ら
来
坂
し
て
す
ぐ
に
蒹
葭
堂
の
訪
問

を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
稲
垣
と
蒹
葭
堂
が
す
で
に
天
明
四
年
九
月
に
江
戸
で
面
会
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
の
関
係
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
蒹
葭
堂
が
天
明
四
年
に
増
山
河
内
守
と
と
も
に
江
戸
へ
下
っ
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
蒹
葭
堂
が
江
戸
か
ら

大
坂
へ
戻
る
際
に
増
山
邸
で
餞
別
の
宴
が
催
さ
れ
、
そ
こ
に
稲
垣
も
参
会
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
宴
の
参
会
者
は
増
山
、
稲
垣
、

朽
木
隠
岐
守（
昌
綱
。
丹
波
福
知
山
藩
主
）の
ほ
か
、
藩
儒
、
書
家
、
画
家
な
ど
江
戸
の
文
人
墨
客
十
余
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
の
加

番
を
終
え
て
帰
府
し
た
稲
垣
は
、
増
山
の
御
抱
え
画
師（
江
戸
詰
）で
蒹
葭
堂
の
知
友
で
あ
っ
た
春
木
南
湖
に
蒹
葭
堂
家
の
様
子
を

伝
え
て
お
り（

（1
（

、
蒹
葭
堂
と
増
山
、
稲
垣
ら
が
そ
の
周
辺
の
文
人
と
と
も
に
同
好
の
つ
な
が
り
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
寛
政
十
二
年
在
番
の
永
井
山
城
守
家
中
の
吉
田
又
右
衛
門
に
は
「
曾
昌
啓
書
状
持
参
」、
享
和
元
年
在
番
の
本
多

越
中
守
内
の
天
野
杢（

マ
マ
）工左
衛
門
に
は
「
春
木
状
也
」
と
添
え
書
き
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
は
蒹
葭
堂
に
会
う
た
め
に
携
え
て
き
た

紹
介
状
で
あ
る
。
曾
昌
啓（
名
槃
・
号
占
春
）は
薩
摩
藩
医
で
『
成
形
図
説
』
を
編
纂
し
た
本
草
学
者
、
春
木
は
既
述
の
長
島
藩
御

抱
え
画
師
の
春
木
南
湖
で
、
い
ず
れ
も
蒹
葭
堂
と
親
し
い
関
係
に
あ
る
。
こ
う
し
た
紹
介
状
を
持
参
し
て
蒹
葭
堂
を
訪
ね
て
い
る

場
合
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
っ
て
蒹
葭
堂
と
面
会
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
例
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
家
臣
の
来
訪
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
情
報
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
各
人
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
蒹
葭
堂
を
訪
ね
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
堀
近
江
守（
越
後
椎
谷
藩
）家
中
の
里
見
順
甫（
表
4
の
★
印
）が
蒹
葭
堂
に
宛
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て
た
書
簡
が
一
通
残
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
交
流
内
容
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

里
見
順
甫
は
、
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）二
月
十
四
日
を
初
出
と
し
て
、
同
年
八
月
四
日
の
暇
乞
の
記
事
ま
で
、『
日
記
』
に
九
度

の
来
訪
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
初
出
の
二
月
十
四
日
は
蒹
葭
堂
が
外
出
し
て
お
り
、
初
対
面
は
三
月
十
七
日
で
、
以
後
ほ
ぼ
月

に
一
度
蒹
葭
堂
を
訪
れ
、
そ
の
う
ち
三
回
は
同
僚
の
相
場
儀
助
を
同
伴
し
て
い
る
。『
日
記
』
か
ら
わ
か
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
あ

る
。
書
簡
は
九
月
二
十
五
日
付
で
、
文
中
に
「
去
月
廿
一
日
道
中
無
滞
到
着
仕
候
」「
勤
番
中
度
々
伺
仕
、
毎
度
御
懇
意
不
堪
感

謝
奉
存
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
勤
番
が
明
け
て
帰
府
し
た
後
の
書
簡
で
あ
る
。
堀
が
加
番
を
勤
め
た
の
は
、
寛
政
七
年
度
と
十

年
度
の
二
回
あ
る
が
、『
日
記
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
里
見
が
蒹
葭
堂
を
訪
れ
た
の
は
初
回
時
だ
け
な
の
で
、
書
簡
は
寛
政
八
年
に

書
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
内
容
は
「
食
鐃
之
正
誤
、
終
日
不
顧
御
煩
労
、
御
芘

（
マ
マ
）蔭
ニ
而
着
後
旧
友
抔
江
遂
一
覧
候
処
、
校
讐
之

御
精
核
何
も
絶
倒
仕
候
、
従
今
後
余
力
之
節
、
閲
本
艸
和
漢
之
是
非
可
願
折
衷
候
」
と
あ
り（

（2
（

、「
食
鐃
」
の
正
誤
に
関
す
る
蒹
葭

堂
の
校
合
の
精
確
さ
に
「
旧
友
」
が
大
い
に
感
心
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
和
漢
の
本
草
に
関
す
る
知
見
の
教
示
を
願
っ
て
い
る
。

里
見
が
蔵
書
家
・
本
草
家
と
し
て
の
蒹
葭
堂
の
知
識
を
求
め
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
ほ
か
に
も
そ
う
し
た
話
題
を
共
有
す

る
「
旧
友
」
が
い
る
こ
と
、
蒹
葭
堂
の
教
示
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
里
見
は
一
例
で
あ
る
が
、
蒹

葭
堂
の
書
画
・
金
石
碑
文
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
ら
ん
で
、
蔵
書
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く
蒹
葭
堂
の
「
知
」
が
、
来
訪

目
的
の
多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

（
五
）　
六
　
　
役

　

数
は
多
く
な
い
が
、
大
坂
城
内
の
六
奉
行
に
属
す
る
者
と
そ
の
配
下
と
わ
か
る
例
が
あ
る
。

　

天
明
五
年（
一
七
八
五
）一
月
十
八
日
に
、
宮
城
玄
忠
門
人
の
高
須
因
斎
が
案
内
し
て
九
名
の
「
城
内
百
騎
衆
」
が
蒹
葭
堂
を
来

訪
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
名
、
筒
井
権
左
衛
門（
1
）と
三
橋
藤
右
衛
門（
2
）は
そ
れ
ぞ
れ
二
番
組
・
三
番
組
の
番
士
で
、
残
り
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の
七
名
は
大
坂
城
内
の
奉
行
と
そ
の
子
息
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
佐
手
佐
助（
1
）は
具
足
奉
行
、
太
門
平
兵
衛（
1
）は
破
損
奉
行
、

坂
部
伝
十
郎（
1
）は
蔵
奉
行
で
あ
り
、
こ
の
三
名
の
奉
行
は
と
も
に
番
士
を
経
験
し
て
い
る
。
勘
定
奉
行
支
配
と
な
る
蔵
奉
行
を

除
い
て
、
他
の
奉
行
は
定
番
支
配
下
に
あ
る
。
そ
し
て
小
佐
手
佐
十
郎（
1
）、
同
惣
吉（
1
）は
小
佐
手
佐
助
の
子
、
坂
部
熊
三
郎

（
1
）は
坂
部
伝
十
郎
の
子
で
、
沢
半
十
郎（
1
）は
当
時
父
熊
三
郎
が
破
損
奉
行
を
勤
め
て
い
た
。
彼
ら
を
案
内
し
た
高
須
因
斎
は
、

師
で
あ
る
宮
城
玄
忠（
16
）が
大
坂
の
町
医
で
あ
る
の
で
同
じ
く
医
家
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
多
く
の
「
城
内
百
騎
衆
」
を
蒹
葭
堂

に
連
れ
た
の
か
も
含
め
て
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
御
蔵
奉
行
配
下
の
手
代
で
あ
る
長
岡
藤
次
郎（
11
）と
長
岡
市
蔵（
7
）、
難
波
御
蔵
番
の
関
根
城
之
助（
1
）が
確
認

で
き
る
。
ま
た
「
城
内
」
と
だ
け
注
さ
れ
た
者
十
余
名
が
い
る
が
、
所
属
を
特
定
で
き
る
だ
け
の
情
報
が
な
く
現
時
点
で
は
不
明

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
煩
瑣
な
が
ら
『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
記
さ
れ
る
番
方
の
武
士
お
よ
び
そ
の
家
中
を
拾
い
上
げ
て
概
観
し
て
き
た
。
蒹

葭
堂
は
当
時
の
大
坂
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
あ
り
、
交
友
が
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
そ
の
広
が
り
自
体
に
つ
い
て
は

検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
蒹
葭
堂
と
各
人
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
本
稿
で
は
蒹
葭
堂
の
あ
り
方
を
考
え
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
蒹
葭
堂
の
交
際
範
囲
に
注
目
し
た
。

　

『
日
記
』
は
人
名
簿
形
式
で
あ
る
た
め
、
来
訪
者
の
詳
細
や
来
訪
目
的
ま
で
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、『
日
記
』
に
記
載
さ
れ

る
数
が
多
い
人
物
ほ
ど
、
蒹
葭
堂
と
文
事
や
学
問
に
わ
た
る
交
流
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
一
方
で
、『
日
記
』
に
記
載
は

さ
れ
て
い
て
も
そ
の
時
限
り
と
い
う
者
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
蒹
葭
堂
と
い
う
人
物
に
対
す
る
興
味
か
ら
と
り
あ
え
ず
の
面
会
を
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求
め
る
者
も
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

蒹
葭
堂
は
蔵
書
や
収
集
品
に
よ
っ
て
和
漢
洋
の
文
物
に
通
じ
て
お
り
、
と
く
に
書
画
や
本
草
学
は
人
び
と
の
関
心
を
引
く
も
の

で
あ
っ
た
。
番
方
の
武
士
た
ち
は
公
務
の
た
め
大
坂
に
赴
任
し
た
が
、
同
好
の
者
た
ち
は
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
上
坂
の
機
会
を
と

ら
え
て
蒹
葭
堂
と
の
交
流
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蒹
葭
堂
の
交
遊
の
中
で
役
方
の
武
士
や
そ
の
他
の
大
名
な
ど
と
の
交
遊

も
大
き
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
全
体
の
意
義
に
つ
い
て
は
別
稿
と
あ
わ
せ
て
考
え
た
い
。

註（
1
）	

原
本
は
大
阪
歴
史
博
物
館
お
よ
び
花
月
菴
所
蔵
。
翻
刻
は
、
水
田
紀
久
・
野
口
隆
・
有
坂
道
子
編
『
完
本
蒹
葭
堂
日
記
』（
藝
華
書
院
、

二
〇
〇
九
）。

（
2
）	

本
稿
で
は
、
儒
者
や
医
者
、
画
家
な
ど
、
特
別
の
職
務
を
も
っ
て
幕
府
や
藩
に
抱
え
ら
れ
る
者
も
、「
家
中
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
ひ
と
ま
ず
検
討
の
対
象
と
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
登
用
さ
れ
て
初
め
て
武
士
身
分
と
な
る
者
や
、
辞
職
な
ど
に
よ
り
そ
れ
を

失
う
者
、
あ
る
い
は
途
中
で
仕
官
先
を
変
え
る
者
な
ど
も
い
る
が
、
基
本
的
に
『
日
記
』
に
記
さ
れ
た
時
点
の
身
分
・
仕
官
先
で
判
断
し

た
。

（
3
）	

各
役
職
に
つ
い
て
概
説
し
た
部
分
は
、『
日
記
』
が
書
か
れ
た
時
期
に
該
当
す
る
十
八
世
紀
後
期
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
名
・

旗
本
な
ど
の
知
行
高
・
居
所
・
生
没
年
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
。

（
4
）	

安
永
六
年（
一
七
七
七
）版
『
難
波
丸
綱
目
』
で
豊
後
佐
伯（
毛
利
和
泉
守
高
猷
）の
項
に
「
蔵
元
南
本
町
二
丁
メ
高
三
喜
兵
衛
」、
ま

た
後
年
と
な
る
が
文
政
三
年（
一
八
二
〇
）版
『
商
人
独
買
物
案
内
』
に
「
高
三
季
（
マ
マ
）兵
衛
白
焔
硝
所
鉄
砲
薬
南
本
町
堺
筋
西
側
」
と
あ
る
。

（
5
）	

〔
寛
政
十
年（
一
七
九
八
）〕
十
二
月
十
九
日
付
。
木
村
蒹
葭
堂
来
翰
集
『
先
人
旧
交
書
牘
』（
中
尾
松
泉
堂
書
店
、
二
〇
〇
四
）所
収
。

（
6
）	

前
掲
注（
5
）『
先
人
旧
交
書
牘
』
所
収
。
水
田
紀
久
「
木
村
蒹
葭
堂
宛
て
住
友
吉
左
衛
門
書
翰
」（『
住
友
史
料
叢
書
月
報
』
一
九
、
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
）
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（
7
）	

『
大
坂
定
番
記
録（
一
）―
万
延
元
年
一
月
～
十
二
月
、
京
橋
口
定
番
本
多
忠
鄰
―
』
巻
末
解
説（『
徳
川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
』
第

四
号
、
大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
〇
一
）

（
8
）	

『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
お
い
て
「
家
内
」
と
い
う
場
合
、
家
の
内
の
者
＝
家
族
と
い
う
意
味
で
使
う
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
は
同
居
す

る
正
妻
、
側
妻
、
娘
、
使
用
人
を
含
む
が
、「
家
内
」
と
い
う
表
現
だ
け
で
は
家
族
を
指
す
の
か
妻
妾
の
み
を
指
す
の
か
は
即
断
で
き
な

い
。
初
午
祭
に
は
娘
も
連
れ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
家
族
と
解
釈
し
て
お
く
。

（
9
）	

〔
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）〕
十
月
十
五
日
付
竹
田
孫
介
宛
て
書
簡
。
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
。

（
10
）	

『
大
坂
大
番
記
録（
一
）―
弘
化
二
年
八
月
～
弘
化
三
年
七
月
、
西
大
番
頭
本
多
忠
鄰
―
』（『
徳
川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
』
第
三
号
、

大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
〇
〇
）

（
11
）	

榊
原
伊
右
衛
門
は
、
こ
の
後
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）に
も
来
坂
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
近
藤
が
率
い
て
い
た
七
番
組
の
大
坂
在
番
に

あ
た
る
が
、
八
月
五
日
に
上
坂
し
た
榊
原
は
「
糸
ヤ
市
兵
衛
」（
伏
見
両
替
町
四
丁
目
の
書
肆
、
糸
屋
市
兵
衛
か
）に
旅
宿
を
と
っ
て
い
る
。

番
士
で
な
い
と
す
れ
ば
榊
原
が
大
番
組
付
属
与
力
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
榊
原
と
七
番
組
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

蒹
葭
堂
宛
て
の
書
簡
は
、〔
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）〕
五
月
四
日
付
、
前
掲
注（
5
）『
先
人
旧
交
書
牘
』
所
収
。

（
12
）	

大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
の
中
に
「
大
久
保
流
徳
翁
墓
」
の
項
が
あ
り
、「
大
久
保
流
徳
翁
、
名
正
貞
、
字
君
節
、
文
化
十
二
年
乙
亥

八
月
廿
日
、
葬
于
目
白
大
仙
寺
。
幼
名
牛
太
郎
、
中
比
總
髪
、
後
剃
髪
、
好
詩
、
善
本
草
家
学
、
内
山
傳
三
淳
時
先
生
門
人
也
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
大
久
保
流
徳
、
ま
た
大
田
南
畝
も
師
事
し
た
内
山
伝
三（
号
賀
邸
）は
、
和
漢
学
に
通
じ
た
歌
人
で
、
本
草
知
識
を
備
え
た
人

物
で
あ
っ
た
。

（
13
）	

享
和
二
年
版
『
大
坂
武
鑑
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）に
「
豊
後
森 

久
留
嶋
祥
丸 

一
万
二
千
石 

蔵
屋
敷
留
守
居 

林
定
五
郎
」

と
あ
る
。

（
14
）	

勝
盛
典
子
「
石
川
大
浪
と
孟
高
に
つ
い
て
―
そ
の
伝
記
と
画
業
―
」（『
大
和
文
華
』
一
〇
五
、
二
〇
〇
一
）

（
15
）	

多
治
比
郁
夫
「
小
石
家
各
代
と
そ
の
交
遊
」（『
究
理
堂
の
資
料
と
解
説
』
究
理
堂
文
庫
、
一
九
七
八
）、
勝
盛
前
掲
論
文
、
上
田
穣

「
洋
風
文
化
の
受
容
と
伝
播
」（『
日
本
洋
学
史
の
研
究
』
Ⅵ
、
創
元
社
、
一
九
八
二
）
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（
16
）	

前
掲
注（
5
）『
先
人
旧
交
書
牘
』
所
収
。
拙
稿
「
木
村
蒹
葭
堂
の
交
友
と
知
識
情
報
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
一

六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

（
17
）	

松
尾
美
恵
子
「
大
坂
加
番
制
に
つ
い
て
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
四
九
年
度
）お
よ
び
『
大
坂
加
番
記
録（
一
） 

―
安
永
九
年
八
月
～
天
明
元
年
八
月
、
雁
木
坂
加
番
京
極
高
久
―
』（『
徳
川
時
代
大
坂
城
関
係
史
料
集
』
第
一
号
、
大
阪
城
天
守
閣
、
一

九
九
七
）。
な
お
、
同
史
料
集
巻
末
に
「
大
坂
加
番
大
名
一
覧
」
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）	

拙
稿
「
増
山
雪
斎
と
木
村
蒹
葭
堂
」（『
混
沌
』
三
〇
、
二
〇
〇
六
）、「
独
楽
園
賀
詞
帖
に
見
る
文
人
交
流
」（『
長
島
侯
増
山
雪
斎
独

楽
園
賀
詞
帖
』、
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
）、「
木
村
蒹
葭
堂
の
交
流
―
四
侯
和
牘
に
み
る
―
」

（『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
一
三
、
二
〇
一
二
）

（
19
）	

「
御
家
族
様
方
へ（
ニ
）も
御
健
ニ
て
御
暮
被
成
候
旨
、
稲
垣
若
狭
守
殿
帰
府
候
て
委
曲
承
知
候
」〔
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）〕
十
月
晦
日
付

蒹
葭
堂
宛
て
春
木
南
湖
書
簡
。
前
掲
注（
5
）『
先
人
旧
交
書
牘
』
所
収
。

（
20
）	

前
掲
注（
5
）『
先
人
旧
交
書
牘
』
所
収
。


